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お子さんに発達の遅れがあると知ったとき、さまざ
まな感情が湧いてくるかもしれません。怖いと感じる
かもしれないし、言われたことが信じられないかも
しれないし、怒りを感じるかもしれません。これは珍
しい感情ではないし、あなただけではありません。他
の親も同じような経験や感情を持っています。同じよ
うな気持ちや悩みを抱えた親同士をつなぐ手助けを
してくれるプログラムが至る所にあります。本書の巻
末に記載されている保護者サポートの電話番号に
電話すれば、より詳しい情報や助けを得ることがで
きます。

親愛なる親御さんへ、
この冊子をお持ちということは、お子さんの発達につ
いて気になっているか、あるいは発達の遅れがあると
伝えられたのかもしれません。
私も娘のSuziが発達の遅れの検査を受けたとき、どれ
ほど圧倒され、混乱したかを今でも覚えています。サ
ービスを受ける方法はおろか、プロが使う多くの言葉
も理解できませんでした。
サービスを受け始めると、多くの親切な先生やセラピ
ストを通して、彼女の発達は本当に良くなりました。
彼女が今こうしているのは、幼少期に早期介入を受
けたおかげだと感謝しています。また、他の親たちと
つながり、情報を共有することは、私たち家族にとっ
て最も重要なことでした。
この冊子を、ご家族に必要なサービスやサポートのガ
イドとしてご活用いただければ幸いです。 
� Cassie、一人の母親より
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はじめに
「息子が生後6ヶ月のとき、まだ首が座っていなかったんで
す。何か私が間違えているのかと思いました。主治医のと
ころに連れて行くと、早期介入プログラムを紹介してくれ

ました。今、息子は本当に役立つサービスを
受けています。彼は順調に進歩してい

るし、私も自分に何ができる
かを学んでいます。自分の
子供が他の子供たちほど
速く物事を進めなかった
のは、私が何か悪いこ
とをしていたからでは
ないとわかりました。

� Heather、一人の母親より

このガイドの主な目的は、あなたとあなたの家族にWashington
州Department of Children Youth & Families（子ども青少年家庭
局、DCYF）及びEarly Support for Infants and Toddlers（乳幼児早期
支援、ESIT）プログラムの概要を提供することです。ESITプログラム
への参加は、ご家族の自由です。お子さんがESITプログラムに適
格と判断された場合、早期介入サービスをお子さんとご家族に
提供し、お子さんの発達の遅れに対処します。 
このガイドでは、保護者としての権利の一部を含め、州全体の
ESITプログラムに関する一般的かつ重要な情報を提供します。あ
なたやあなたの家族が利用できる手続き上の保護措置／保護
者の権利の完全でより詳細な説明は、『Individuals with Disabilities 
Education Act（障害者教育法、IDEA） パートC手続き上の保護措
置（保護者の権利）』と呼ばれる別の文書で提供されています。 こ
のガイドを読みながら、family resources coordinator（家族資源コ
ーディネーター、FRC）やESITプログラムの担当者が、プログラムに
関する質問にお答えします。
本書を通じて、早期介入に共通する多くの用語が使用されていま
す。これらの用語についてご不明点や定義が必要な場合は、この
冊子の13ページを開いて用語集をご覧ください。

Washington州Early Support for Infants  
and Toddlers（乳幼児早期支援、ESIT）
親であるあなた方は、子供の人生において最も重要な存在です。子
どもは最初の3年間で急速に成長し、変化します。お子さんのことを考
え、お子さんがどのように成長しているかを考えてください。子どもの
ことはあなたが一番よく知っています。子どもがいつ、どのように微笑
むか、座るのか、歩くのか、話すのか、コップを持つのか、などに注目し
ましょう。あなたが見ているのは、お子さんがさまざまな発達段階を
経て成長していく様子です。子どもの発達に遅れがある場合、州全体
でサービスが受けられます。Washington州Early Support for Infants and 
Toddlers（乳幼児早期支援、ESIT）プログラムは、家族がこうしたサービ
スを受けられるよう、州全体でコーディネートしています。
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早期介入について
早期介入サービスは発達支援サービスであり、公共の監督の下で
自然な環境で提供されます。これらのプログラムは、対象となる乳
幼児の発達上のニーズを満たすように設計されており、保護者が
子どもの発達と学習を手助けできるように設計されています。 
早期介入（子どもが生まれてから最初の数年間）は、あなたを助
けることで大きな違いを生むことができます：
	� お子さんに必要なサービスを探す
	� 子どもの発達を理解する
	� お子様の学習と発達をサポートし、家庭や地域の活動にうま
く参加できるようにする

早期介入の目的ついて
早期介入の目的は、日常的な学習の機会を通じて発達の遅れや
障害を持つ子どもの発達を促進するための調整、支援、資源、サ
ービスを提供することによって、家族の力を強化することです。
家族が子どもの世話をし、家族や地域の活動に参加できるように
するために、家族は以下のことを実施します：
	� 自分たちの権利を知る
	� 子供のニーズを効果的に伝える
	� 子どもの成長と学習を助ける

子どもたちがさまざまな環境や状況で積極的かつ成功した参加者
となるために、子どもたちは以下のような改善を示します：
	� 肯定的な社会的情緒的スキルと社会的関係
	� 言語とコミュニケーションを含む知識と技能の習得と使用
	� 彼らのニーズを満たすために適切な行動をとる

Individuals with Disabilities Education Act 
（障害者教育法、IDEA）について

1986年、米国議会は、現在Individuals with Disabilities Education Act 
（障害者教育法、IDEA）として知られる法律を改正し、障害のある幼
児とその家族に対する早期介入サービスの州全体のシステムを開
発し、実施することを各州に奨励するプログラムを創設しました。こ
の法律は、障害のある乳幼児を持つ家族にサービスを提供する際
に各州が従うべき基準を定めたものです。各州は毎年、IDEAが定
義する早期介入サービスを提供し続けられるかどうかを決定しま
す。Washington州Department of Children Youth & Families（子ども青少
年家庭局、DCYF）のEarly Support for Infants and Toddlers（乳幼児早期
支援、ESIT） プログラムは、早期介入サービスの全州的なシステムの
調整を指揮しています。
早期介入サービスは、対象となる子供一人一人の発達上のニーズ
と、子供の発達を高めることに関連する家族のニーズを満たすよう
に設計されています。
もし手話通訳が必要な場合、必ず通訳者が提供されます。もしあな
たが英語を話さない場合は通訳者が提供されますが、これは明ら
かに実現不可能な場合を除きます。
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子供の発達について質問がある場合について
お住まいの地域のfamily resources coordinator（家族資源コーディネ
ーター、FRC）にお電話ください。FRCは各郡や地域にいます。その
役割は、ご家族がお子さんに必要な早期介入サービスを受けら
れるように支援することです。地域の主任FRCの名前を調べるに
は、ファミリーヘルスホットライン（1-800-322-2588）までお電話くだ
さい。地元の保健所や学校区へお電話いただくことも可能です。
あなたの心配事について、医療提供者に相談してください。スク
リーニングを行ったり、他のリソースを提案することもできます。
かかりつけの医師がおらず、詳しい情報や助けが必要な場合
は、上記のファミリーヘルスホットラインの番号にお電話くださ
い。早期介入サービスを受けるのに医師の紹介は必要ありませ
ん。親として自己紹介することも可能です。

スクリーニングについて
スクリーニングは、お子さんがどのように学習し、成長している
かを簡単に調べるものです。スクリーニングは、子どもの発育
状態を判断する訓練を受けた人たちによって行われます。お子
さんの発達が気になる場合、FRCはお子さんの評価を受ける方
法について情報を共有することができます。

評価について
評価では、お子さんの発達について詳しく調べることができま
す。評価は、あなたとお子さん、そして早期介入の専門家と共に
行われます。
評価は以下の発展分野に注目します：
	� 認知―お子さんの学習能力と学習方法
	� 身体能力―動く、見る、聞く能力
	� コミュニケーション―言語を理解し、ニーズを表現する能力
	� 社会的または感情的―他人と関わる能力
	� 適応能力―自分で服を着る、食事をする、そして自己管理
をする能力

評価は、お子さんが早期介入サービスを受ける資格があるか
どうかを確認する方法です。これらの評価は、あなたの書面に
よる許可がある場合に限り無料で行われます。

評価計画のアドバイス：
	� family resources coordinator（家族資源コーディネータ
ー、FRC）に助けを求める。
	� お子さんの成長について、ご質問やご心配なことがあれば
何でもご質問ください
	� 医療記録、ベビーブック、成長表、その他の報告書など重要
と思われる情報はすべて共有してください
	� 自分や家族にとって都合のいい時間帯や場所を決めてくだ
さい
	� 必要であれば他の家族、友人、支援者を招待してください
	� 通訳やその他の援助が必要な場合は、FRCに申し出てください
評価後、あなたとチームの他のメンバーは、お子さんの様子に
ついて話し、懸念事項を確認します。遅れが見られる場合、早期
介入サービスを受ける資格があるかもしれません。これらのサ
ービスを受けるか受けないかは、あなたに選択権があります。
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Washington州で早期介入の対象とな
る人について
対象となるには、1つ以上の発達分野において25％の遅れがあ
るか、または年齢より1.5標準偏差低いことが必要です。また、ダ
ウン症など、発達の遅れを引き起こすことが知られている身体
的または精神的な疾患がある場合も対象となります。

アセスメントとは何か？
アセスメントとは多くの典型的な日常生活や活動におけるお
子さんの行動や発達を理解するために、ご本人やお子さんを知
る他の人からの情報、早期介入プロバイダーが使用する手順
を集めたものです。アセスメントではお子さんが新しいスキル
をどのように学んでいくのか、他の人とどのように関わっていく
のか、何が好きなのか、何に不満や困難を感じているのかを調
べます。アセスメント情報は、あなたとあなたのチームがあなた
が取り組みたい成果（変化）と、その成果を達成するのに役立
つサービスやサポートを決定するのに役立ちます。 
また、アセスメントには成果達成に向けたお子さんの進歩を判
断し、受けているサービスや支援がお子さんの進歩に役立って
いることを確認するための継続的な手続きも含まれます。 
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今後について 
Individualized Family Service Plan  
(個別家族サービス計画、IFSP)
資格があれば、お子さんはIDEAの早期介入サービスを受けるこ
とができます。family resources coordinator (ファミリーリソースコー
ディネーター、FRC)や他のサービスプロバイダーとの面談があり
ます。あなたの家族は、他の人たちと一緒にIndividualized Family 
Service Plan（個別家族サービス計画、IFSP）と呼ばれる計画を書き
ます。FRCと協力してご家族の関心、興味、価値観を反映したプラ
ンにしましょう。
IFSPに同意すると、サービスに同意した時点でサービスが開始さ
れます。 
IFSPはお子さんとご家族のニーズの変化に対応するための継続的
なプロセスです。少なくとも半年ごとに見直され、1年ごとに書き直
されます。 

IFSPには以下が含まれます：
	� 現在の機能レベル - 子供が今何をしているか
	� �家族声明 - ご家族の心配事、優先事項、資源についての声
明。家族声明はIFSPの重要な一部ですが、ご家族が声明し
ないこともできます

	� 成果 - お子さんやご家族に望む変化
	� �必要な早期介入サービスについて - それらがどれくらいの
頻度で、どのくらいの時間行われるのか、どこで行われるの
か、そして誰が費用を負担するのか（多くの異なる資金源が
早期介入サービスを支援しています）早期介入プログラム
に参加している場合、提供されるどのようなサービス（家族
資源調整を除く）も受けることも断ることもできます

	� �自然環境 - 早期介入サービスが提供される自然環境につ
いての記述IFSPにはサービスが自然環境で提供されない場
合、その正当性を示す書面を含めなければなりません

	� �タイムライン - サービスの開始と終了の時期、そしてプラン
を見直す時期

	� �IDEAでは資金提供されないその他の必要なサービス - こ
れらのサービスを見つける手助けをしてくれる人

	� �family resources coordinator (ファミリーリソースコーディ
ネーター、FRC) - あなたの計画に指名されている人物

	� �3歳前の移行計画 - お子さんが3歳になった後のサービスを
探して計画すること

必要に応じて、他の家族、友人、支援者を会議に招待すること
をご検討ください。重要だと思われるお子さんに関する情報は
何でもお持ちください。
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3歳で起こること 
お子さんが3歳になる少なくとも6ヶ月から9ヶ月前にfamily 
resources coordinator (ファミリーリソースコーディネーター、FRC) 
が、次のサービス提供者またはお子さんを支援する機関への移動
を計画するお手伝いをします。これによって、サービスを提供する
場所や方法が変わる可能性があります。早期介入ではこの変化を
「移行」と呼びます。IDEAは、この移行に関する計画書を要求してい
ます。移行計画会議は、お子さんが3歳になる少なくとも90日前に
行わなければなりません。移行計画では、お子さんが必要とする可
能性のある特別支援教育や地域ベースのサービスを特定します。
担当のFRCは、移行を計画するために次の機関やサービス提供者
に連絡できるよう、許可書への署名を求めます。あなた、FRC、サー
ビス提供者、地元の学区の間で会合が設定されます。
就学前特別教育サービスを受ける資格があるかどうかは、学区が
判断します。検査結果についてあなたと話し合い、あなたの権利に
関する情報を提供します。お子さんが適格であれば、Individualized 
Education Program (個別教育プログラム、IEP)を通じてサービスが
提供されます。
FRCはあなたのお子さんが特別支援教育就学前サービスを受ける
資格がない場合、他の可能性のあるサービスへの移行を計画する
お手伝いをします。

移行会議のためのアドバイス：
	� 提案されている変更について、できるだけ多くの情報を集めま
しょう
	� 可能なプログラムのオプションや選択肢について尋ねましょう
	� 新プログラムが家族にどのようなトレーニングやサポートを提
供するのかを尋ねましょう
	� 変更前の新しいプログラムを見学しましょう
	� 資料を取り寄せ、新しいプログラムへの参加手続きを学びま
しょう
	� 新しいプログラムにお子さんに関する情報をできるだけ多く提
供しましょう
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Individuals with Disabilities Education Act (個人障害者教育法、IDEA)に基づく権利について
(手続き上の保護措置） 
ほとんどの法律には市民の権利が含まれており、IDEAも同様
です。family resources coordinator (ファミリーリソースコーディ
ネーター、FRC) は、あなたの権利について説明した「Individuals 
with Disabilities Education Act (個人障害者教育法、IDEA)にお
けるパートC手続き上の保護措置（保護者の権利）」をお渡しし
ます。 

IDEAに基づくあなたの権利の例には、以下の権
利が含まれます： 
	� 子供の最終的な意思決定者になります。
	� また、以下を含むサービスにアクセスできるようになります：
	- 懸念事項の早期発見/チャイルドファインド
	- 適時の多職種による評価とアセスメント
	- お子様の資格決定
	- 家族資源コーディネーター／手配

あなたのお子さんに資格がある場合、あなたに
は以下の権利があります：

	� �Individualized Family Service Plan (個別家族サービス計
画、IFSP)
	� �お子さんが3歳の誕生日を迎えるまで、FRCによる継続的な
家族資源の調整

	� �family resources coordinator (ファミリーリソースコーディネ
ーター、FRC)へのヘルプ
	� �子どもの発達に関連した早期介入サービス
	� �IFSPのプロセスを通じて決定された、お子さんとご家族が受
けるサービスを受け入れるかどうか

	� �IFSPチームから勧められるいくつかのサービスを辞退し、他
のサービス（FRCサービスを除く）を受ける
	� �お子さんの早期介入サービスやサービス提供の変更に関
するすべての会議への参加
	� �家族にとって都合の良い時間と場所でのミーティング
	� �通知やIFSP文書を母国語または家庭で使われているコミュ
ニケーション方法で受け取る
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また、お子さんの早期介入記録に関する保護措置
もあります。これらには、以下の権利が含まれます：
	� 記録を見直して記録の訂正を要求する 
	� 記録のコピーを受け取る
	� プログラムにおいて収集、維持、または使用される記録の
種類と場所、プログラム内の誰がそれらの記録にアクセス
できるか、そしていつそれらの記録を見ることができるかに
ついて知らされていること
	� 誰が記録を見たか、または記録のコピーについての情報を
要求する
	� 不正確または誤解を招くと思われる、あるいはお子さんや
ご家族のプライバシーや権利を侵害していると思われる記
録の情報に異議を申し立てるお子さんの早期介入の記録
には、特に以下のものが含まれます：
	- スクリーニングレポート
	- 評価レポート
	- アセスメント情報
	- 参加資格の決定
	- IFSPの一部であるすべての情報 

ご家族に関する情報は秘密厳守です。あなたは以
下の権利を保有しています：
	� 以下を含む個人情報および個人を特定できる情報の機密
性を有してます：
	- お子様、ご本人、その他のご家族のお名前	
	- お子様の住所
	- お子様を合理的な確度で特定できるような個人的特徴
やその他の情報

	� 守秘義務がどのように保護されるかについて、現地の方針
と手続きの要請 
	� 情報または記録の交換または共有について、インフォーム
ドコンセントで行われる書面

親や家族の権利に加え、以下の場合子供には代理親を立てる
権利があります：
	� 親が特定できない場合
	� 合理的な努力をしても親の所在を突き止めることができな
いとサービス提供者/公的機関が認めた場合
	� 子供が国の被後見人である場合
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子供や家族のサービスに関する決定に同意できない場合について
この問題については、担当のfamily resources coordinator (ファミリーリソ
ースコーディネーター、FRC)にご相談ください。それでもうまくいかなか
ったり不安な場合は、以下のオプションのいずれかまたはすべてを選択
することができます：

	� 調停 - 争いを解決するために、調停が無償で提供されます。調停は
正式な行政審問に代わるものとして提供されます。調停は任意の
プロセスです。

	� 擁護サービス - 情報を提供し、問題への対処方法を計画する手助
けをするプログラムです。擁護団体のひとつにPAVEがあります（11ペ
ージ参照）。FRCはあなたの地域の擁護サービスに関する情報を提
供することができます。

	� 適正手続き聴聞（手続き） - これは、行政聴聞官によって行 .
われる正式な聴聞または手続きです。行政聴聞会の要請は、 .
書面にて苦情を含めなければなりません。早期介入サービス提供者
の責任者または地域の早期介入サービス請負業者宛に要請します。
あなたのFRCより名前と住所を入手するか、esit@dcyf.wa.govにメー
ルを送付し問い合わせることも可能です。

保護者、その他の個人または団体は誰でも、機関または早期介入サー
ビス提供者が法律の要件に違反していると考える場合、行政不服を申
し立てることができます。苦情は文書で署名し、苦情に関する事実を記
載しなければなりません。
苦情の送付先：
Early Support for Infants and Toddlers Department of Children, 
Youth, and Families
PO Box 40970 
Olympia, WA 98504-0970

苦情は審査され、60日以内に返答が書かれます。

mailto:esit%40dcyf.wa.gov?subject=
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詳細に関する問い合わせ先について
以下の組織や団体がより詳しい情報、支援、サポートを提供することができます：

Family Health Hotline 
（家族の健康ホットライン）
1-800-322-2588
www.withinreachwa.org
このホットラインはFamily Resources 
Coordinators (ファミリーリソースコーディ
ネーター、FRCs)を含む、公的および民間
の早期介入リソースに関する最新情報
を維持しています。また予防接種、栄養、
その他Washington州で利用可能な小児
保健サービスに関する情報も掲載され
ています。

Washington州Department of Children 
Youth & Families（子ども青少年家庭
局、DCYF） 
Early Support for Infants and Toddlers 

（乳幼児の早期支援、ESIT）プログラム
メール：esit@dcyf.wa.gov 
www.dcyf.wa.gov
IDEA、パートC早期介入サービスの全州
システムを指揮しています。

Parent to Parent（親から親へ）
1-800-821-5927
www.arcwa.org
障害や発達の遅れのある幼児を持つ親
に、精神的な支援や情報を提供する州全
体の親のネットワーク。

Washington州Father’s Network 
（父親ネットワーク）

425-747-4004内線218
https://fathersnetwork.org
特別な支援を必要とする子どもを持つす
べての男性とその家族を擁護し、支援と
リソースを提供します。

Washington PAVE 
(Partnerships for Action, Voices for 
Empowerment、行動のためのパートナー
シップ、エンパワーメントのための声）
1-800-5PARENT
wapave.org
出生から成人までの障害のある子ども
を持つ家族への支援を提供する、州全体
の親の研修および情報センター。

http://www.withinreachwa.org/
mailto:esit%40dcyf.wa.gov?subject=
http://www.dcyf.wa.gov
http://www.arcwa.org/
https://fathersnetwork.org
http://wapave.org


A FAMILY’S GUIDE TO EARLY INTERVENTION SERVICES IN WASHINGTON STATE  
(WASHINGTON州の早期介入サービスに関するご家族へのガイド)12

参加方法について
お子さんのためのプログラムやサービスの計画、開発において、
あなたには重要な役割があります。また、地域社会がどのように
サービスを提供するかの計画にも参加することができます。
この計画立案は、郡レベルではCounty Interagency Coordinating 
Councils (郡機関間調整協議会、CICCs)を通じて行われます。各
CICCには、保護者をメンバーとすることが義務付けられています。
他のメンバー全員と一緒に、保護者はサービスがどのように行わ
れるのがベストかを決める手助けをします。CICCの会合は一般公
開されています。
また、State Interagency Coordinating Council (州政府機関間調整評
議会、SICC)もあります。この協議会には、保護者の代表も参加し
なければなりません。SICCの会合は一般公開されています。ミー
ティングの時間や場所についての詳細は家族資源コーディネータ
ー、ESITにお問い合わせいただくか、ウェブサイト、 .
www.dcyf.wa.govをご覧ください。

この冊子はWashington州乳幼児早期支援プ
ログラムの概要です。IDEAの下で承認された
Washington州の計画の詳細またはCICCまたは
SICCの詳細については、Washington州乳幼児早
期支援プログラム、esit@dcyf.wa.govまでお問い
合わせください。
www.dcyf.wa.gov

http://www.dcyf.wa.gov
mailto:esit%40dcyf.wa.gov?subject=
http://www.dcyf.wa.gov
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意味について(用語集） 
行政聴聞
中立的な立場の人（ヒアリング・
オフィサー）が、両親や家族、関係
機関の証拠や主張に耳を傾け、
誰が正しく、誰が何をしなければ
ならないかを決定する正式なプ
ロセス。
アセスメント
子どもの早期介入経験を通じて、
資格のある専門家が、その子ども
固有のニーズ、家族の資源、優先
事項、子どもの発達に関連する懸
念事項、およびこれらのニーズを
満たすために必要な早期介入サ
ービスの性質と程度を特定する
ために使用する継続的な手順。
支援技術機器
お子様の能力（例えば、食事、コ
ミュニケーション、移動など）を向
上、維持、改善させるために使用
されるアイテム、機器、製品シス
テム。
支援技術サービス
障害のある児童が支援技術機器
を選択、入手、または使用するの
を直接支援するサービス。
チャイルドファインド
早期発見、スクリーニング、紹介、
初期サービス調整を含む。
早期介入
出生から3歳までの子供の成長と
発達の可能性を高めるために、資
格を持つ子供や家族を支援する
よう法律で設計された、公的およ
び私的機関によって提供されるサ
ービスの集合体。

評価
有資格の専門家が、乳幼児の発
達状況をすべての発達領域（認
知、社会・情緒、身体（視覚と聴覚
を含む）、コミュニケーション、適
応）において評価し、子どもの初
回および継続的な適格性を判断
するために使用する手続き。
家族中心のケア
親を意思決定者として尊重し、親
と専門家のパートナーシップを築
くことを促進する原則。
家族の声明
Individualized Family Service Plan  .
(個別家族サービス計画、IFSP)に
含まれる、家族の関心事、優先事
項、およびリソースを示した家族
主導の声明。
Individualized Family Service Plan  
(個別家族サービス計画、IFSP)
適格な子どもとその家族に対し
て、早期介入およびその他のサー
ビスを提供するための書面による
計画。これは以下の要素を含む： 
(1) 家族と適切な専門家が共同で
作成すること。 (2) 子どもと家族
の多領域評価とアセスメントに基
づくこと。 (3) 家族の希望があれ
ば、リソース、優先事項、および関
心事を示した家族主導の声明を
含むこと。 (4) 子どもの発達を促
進し、家族がその発達的ニーズを
満たす能力を高めるために必要
なサービスを含むこと。

障害のある乳幼児
認知、身体、コミュニケーション、
社会・情緒、または適応のいずれ
かの領域で、1.5標準偏差以上また
は少なくとも25％の発達遅延を示
している、または発達遅延を引き
起こす可能性が高いと診断され
た身体的または精神的な状態を
持つ、生後0〜3歳の早期介入サー
ビスの対象となる子ども。
調停
訓練を受けた公平な第三者が、対
立する当事者間の意見の相違を
解決し、すべての側にとって満足
のいく解決策を見つける手助けを
する非公式なプロセス。
多領域
2つ以上の専門分野または職種
が関与し、評価・アセスメント活
動やIFSPの作成を含む、統合的か
つ調整されたサービスを提供す
ること。 
自然環境
障がいのない同年代の子どもに
とって自然または通常の環境。こ
れには家庭、近隣地域、または地
域社会の環境が含まれる場合が
あります。

成果
早期介入サービスの結果として、
子どもや家族において期待する
変化を示す声明。これらの声明
は、IFSPの一部である。
スクリーニング
お子さんの発達状況を確認し、さ
らなる評価が必要かどうかを判
断するための簡単なチェックリス
トや調査。
代理親
地方または州の機関によって任命
され、親または法的保護者の代わ
りに子どもの権利を守り、意思決
定プロセスに関与する個人。
移行計画
お子さんが3歳になり早期介入サ
ービスを終了する際に作成され
る計画。
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